
 

 

１ 学校名 唐津市町立西唐津小学校 

２ 所在地 唐津市二タ子二丁目６番１２０号 

３ 校長名 富永英美 

４ 学級数 

児童生徒数 

   １６学級 

   ４８４人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   ３年 

  ８０人 

６ 取組のねらい 

・ 盲導犬と共に生活している方の実際の話を聞きＵＤの大切さを知る。 

・ 一所懸命生きることの大切さ、素晴らしさを実感する。 

７ 取組の実際（写真等を入れ具体的な様子がわかるようにすること） 

①  国語や社会・道徳の学習で盲導犬について事前に学習した。 

②  盲導犬と生活していて困ったことや助かったことについての話を聞く。  

③  盲導犬の仕事について講師の実演を見る。 

④  講師のドラム演奏を聞く。 

⑤  全ての人が楽しく暮らせる町について調べたり、アイデアを出したりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 取組の成果と課題 

・ 自分たちが何気なく生活している町でも、障害を持っていらっしゃる方にはい

ろいろと不具合があることがわかり、改めて住みよい町について考えるきっか

けとなった。 

・ 事前に学習した盲導犬の賢さを改めて知ることが出来て、児童は感激していた。

・ 目が見えなくても力強く生きておられる方と実際にあって話をする機会を得た

ことで、児童は自分も精一杯生きることの大切さを散じることが出来た。 

せっかくの機会であったので、他の学年も一緒に体験できるようにすればよかっ

た。さらに理解を深めるために、車椅子やブラインドウォークも体験させたい。 

※ 必要に応じて、適宜、枠を広げ作成すること 

様式Ⅰ 

平成２２年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組Ⅰ 

とても素晴らしい演奏で

した。 

障害物があったら、シーザーは

止まって知らせてくれます。 



 

 

１ 学校名 唐津市町立西唐津小学校 

２ 所在地 唐津市二タ子二丁目６番１２０号 

３ 校長名 富永英美 

４ 学級数 

児童生徒数 

   ３学級 

   ９６人 

５ 実施学年 

   児童生徒数 

   ４年 

  ９６人 

６ 取組のねらい         【資料１】 

障害を持った人だけでなく誰にも 

優しく、使いやすい施設や物は、こ 

れからの社会には欠かせないもので 

ある。そこで将来を担う児童にも早 

い時期からＵＤについて理解させ、 

幸福を共有できる社会を作っていこ 

うとする心情を育たい。 

７ 取組の実際 

①ユニバーサルデザインとは何な   【資料２】 

のか、定義や歴史について自分た 

ちで本やインターネットを利用し 

て調べる。【資料１】            

②実際に活用されているユニバーサ 

ルデザインの例について本、パンフ 

レットやインターネットで調べる。 

【資料２】 

③自分たちでユニバーサルデザイン 

を考えてみる。【資料３】       【資料３】  

④まとめ 自分で考えたユニバーサ  

ルデザインを発表して紹介する。 

８ 取組の成果と課題 

・身の回りにもいろいろなＵＤがあ 

ることが理解できた。 

・まだいろいろな場面でのＵＤが必 

要であるという意識が持てた。 

・バリアフリーやＵＤという言葉の意味を十分に理解することが難しい 

・実際に外に出かけることが少なく、ＵＤの施設を十分に見れなかった。 

 

平成２２年度ユニバーサルデザイン（ＵＤ）教育の取組Ⅱ 

様式Ⅰ 


